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幼児教育における教材活用の様相
―領域言葉の観点から―

橋村晴美（愛知東邦大学）
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問題と目的

本研究の目的は，幼児教育における言語活

動を充実させていく教育方法のあり方を探

索していくことにある。幼児教育領域言葉に

おいては，「経験したことや考えたことなど

を自分なりの言葉で表現し，相手の話す言葉

を聞こうとする意欲や態度を育て，言葉に対

する感覚や言葉で表現する力を養う」ことが

目的として定められている。これを受け保育

現場では，絵本が言葉に慣れ親しむための保

育教材として広く用いられている。しかし実

習を終えた多くの学生は絵本を用いた保育

活動に対して，主活動を補うための導入ある

いは単なる時間稼ぎの読み聞かせといった，

一義的かつ否定的な側面しか捉えていない

実態がある。そこで本研究では，保育者養成

段階における学生から，実習時，乳幼児に紹

介したいと考える絵本を分析して，そこにど

の様な願いが込められているのかを考察し，

領域言葉の目的を達成するため，絵本を教材

として向上させていく方途について検討を

行う。

方 法

年 月，Ａ大学教育学部在籍で，幼

稚園教諭並びに保育士資格の取得を希望し

ている２年次の男女学生 名に，保育実習・

教育実習において，乳幼児に紹介したい絵本

冊について回答を求め，①タイトル，②出

版社順，③作家順について分析・考察を行っ

た。

結 果

①紹介したい絵本（タイトル順）

１位「はらぺこあおむし」，２位「ぐりとぐ

ら」，３位「くれよんのくろくん」「そらまめ

くんのベッド」であった。このことから大半

の学生が物語絵本を選書し，これらの本を乳

幼児に読んで聞かせたいと考えている様子

がうかがわれた。

②紹介したい絵本（出版社順）

１位「福音館書店」，２位「講談社」，３位

「偕成社」の出版社が上位を占めていたが，

ここでも物語絵本が大半であった。しかし一

部，赤ちゃん絵本が含まれていたことから，

学生は保育活動において，一方的に読み聞か

せるだけではなく，子どもの様子に合わせな

がら言葉のリズムや音を絵で活かし，言葉を

交わそうとしている様子もうかがわれた。

③紹介したい絵本（作家順）

１位「なかやみわ」，２位「島田ゆか」，３

位「エリック・カール」であった。このこと

から学生は，絵本の内容を精査するよりも，

シリーズものといった知名度の高い絵本を

選書に挙げている様子がうかがわれた。

考 察
幼稚園教諭免許，保育士資格を目指す学生

を対象に，実習時，乳幼児に紹介したい絵本

の調査を行った結果，大半の学生がストーリ

ー性のある物語絵本を選書に挙げ，絵本＝読

み聞かせる教材というイメージをもってい

ることが明らかとなった。領域言葉の砦であ

る「言葉の伝え合い」には，言葉の基礎とな

る言語の獲得なくしては，これを可能にして

いくことは不可能である。その基礎を培うた

め，本来，絵本は幼児教育の場においてもっ

と広義な用いられ方がされなければならな

いはずである。しかし，学生が実習で学び得

てきた用いられ方や今回の結果を招くに至

った背景には，保育者養成校として，教授者

が己の研究分野に留まって，目的を達成すべ

く教材研究を十分に行ってこなかった事実

も否めない。今後は，従来の演者を志向しよ

うとする傾向を改め，言葉の伝え合いを意識

して絵本を選択し，また提供の仕方を考える

等して，絵本を言語力育成の教材として活用

していく必要があろう。
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ワークプレイスにおける教授・学習方略に関する検討
―派遣事業経験の内観記録をデータとして―

大内里紗（東京学芸大学大学院連合）
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問題と目的
福島（2010）はワークプレイスにおける徒弟制による

学習と学校システムによる学習を比較し，その差につい
て言及している。徒弟制による学習とは，現場で行われ
ている仕事をマスターすることであり，労働と学習は不
可分の一体である。一方で，学校システムによる学習は
社会的に機能分化しているために学校内で自律的に実践
されていると説明している。2 つの教授・学習方略には
機能的な差があるため，徒弟制モデルと学校システムの
接合には困難が生じることが指摘されている。 
現在，徒弟制と学校システムを比較し，それらの接合

を図るために実践場面における学習を客観的に分析した
研究は数多くある。しかし，実践の当事者として内側か
らその学習を検討した例は少ない。そこで，本研究では
実践に参加した当事者が自ら収集した内観データをもと
に実践現場での学習について検討し，徒弟制モデルと学
校システムの接合の一助とすることを目的とする。 

方 法
本研究では，実践場面を当事者として記述するために

有元（2016）の「他人の行為中の省察」を参考にした。
進行中の実践に伴う他者の行為に対する自身の違和感を
記述することで，自己省察を行い無意識の意識化を目指
した。今回は筆者自ら人材派遣会社が提供する労働者派
遣事業の業務に従事した。勤務中は逐一フィールドノー
トを作成することができないため，休憩時間及び業務終
了後当日のうちに業務従事の際の内観を記したレポート
を作成した。レポートは時系列に沿って業務内容と業務
中の出来事，及び筆者の心情や考察を記述した。従事し
た派遣事業についてはTable1の通りである。 

Table 1 派遣事業の詳細 
 
 
 
 
 
 
 

結果と考察
レポートの記述を時系列に沿って「業務に関する内容」

「筆者の内観」「他者とのやりとり」の3つに分類した。
その後，「筆者の内観」の流れを軸に筆者の違和感と自己
省察に関する記述を抽出し，考察を行った。なお，記述
の抽出は心理学を専門とする大学教員1名と同大学院生
2名及び筆者の協議によって行った。 
⑴業務内容とその教え方に関する記述 
筆者はレポートの中で度々，事前の説明不足や業務内

容の教え方に対する不満を記述している（Table2参照）。
また，業務終了後にそれらに関する考察を行っている
（Figure 1参照）。 

 

Table 2. 筆者の不満に関する記述 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Figure 1. 説明不足・教え方に対する不満への考察 

 
このことから，筆者は事前に説明や教授を受けられる

ことを期待していたにも関わらず，それが無かった事に
対し不満や違和感を覚えていると考えられる。また，自
身の期待と異なる状況は教授スタイルの文化的な差異に
よって生み出されていると考えていることが推察される。 

総合考察
結果と考察より，筆者と工場労働者間では学習方略が

異なっていた可能性が示唆される。工場労働者の学習方
略が実践の中で行為によって学んでいく徒弟制的な「行
為による学習（learning by doing）」であったとするな
らば、筆者の学習方略は自身の学びを他者に教えること
を前提とする学校システム的な「教授による学習
（learning by teaching）」であったと考えられる。 
福島（2010）は学校を徒弟制モデルの論理で説明する

場合，中核的実践に当たる部分が決定不可能な未来にし
か存在しない「空洞の共同体」であると述べている。学
校システム内で扱われる教授・学習方略が実践場面で扱
われるものと異なっているからこそ，学校教育と日常的
な実践の接続を意識した学習環境のデザインが行われる
べきである。

作業自体は簡単だが，事前の説明や教育が足りなすぎる。説明
の必要はないと判断される文化圏なのか。作業の説明を求める
文化にいないのか。 

日時 2018年12月1日（9:00~17:00）
就業場所 関東圏内のサプリメント工場

業務内容
サプリメントの入った小箱の仕分け・箱詰め作業
及び発送準備

業務従事者
社員(A,B,C)，ベテラン契約派遣(D,E)，短期派遣
(F,筆者)

業務に関して 筆者の心情・考察 他者とのやりとり
社員Bに黒い軍手を
借りる。

その日の準備物には
軍手の記載はない。準
備物があるなら事前
に通達しておくべき
ではないか。

B「ああ派遣さんか！
じゃあまず段ボール
作ってもらうから！
軍手持ってる？」
筆者「持っていませ
ん。」

段ボール箱への小箱
の詰め方を社員Aが
やってみせる。

1つの段ボールに出来
るだけたくさんの小
箱が入るようにした
いらしいが，教え方が
簡素すぎる。

A「（小箱の）大きさ，
変わるから。とりあえ
ず今から流れてくる
やつはこれで。」

午前中より午後の方
が流れてくる小箱も
多く，サイズもバラバ
ラになるので忙しい。

最初の小箱以降，段ボ
ール箱への詰め方に
関する具体的な指示
はほぼ無し。隣にいた
社員Cの詰め方を見
て確認する。

派遣Fは詰め方がわ
からないようで，度々
Aに注意・修正されて
いる。自分の手が空い
た時にFを援助する。

― 430―


